
（１）学習指導部 

①はじめに 

生徒たちを取り巻く社会環境は、急速な情報通信技術の進展やグローバル化など、大きく変化 

している。この時代を生きていく生徒たちに、確かな学力、豊かな心、健やかな体の調和のとれ 

た「生きる力」に加え、情報処理・活用能力を育成することは急務であると考える。 

本校では、昨年度より「学習用タブレット端末の効果的な利用法」について取り組んできた。 

学習用タブレットは、生徒たちが毎日自宅に持ち帰ることになっており、担任や教科担当から入 

る連絡や課題をチェックするなど、授業だけではなく、家庭での学習にも活用している。 

学習指導部では、生徒たちにとって分かりやすい授業を実現するとともに、基礎的・基本的な 

知識・技能の確実な習得、思考力・判断力・表現力及び主体的に学習に取り組む態度の育成など、 

学習用タブレットをいかに有効に活用していくか、確かな学力を確実に育成するにはどのような 

取り組みが必要かを研究、検証をした。本取り組みは狭山市学力向上「茶レンジ・プラン」の提 

言５にある「主体的・対話的で深い学びの実現」にもあたる取り組みともなっている。 

    また、学習指導部では前述の観点から、より効果的な学習を目指しての授業実践を検討して 

いくにあたり、その前段階として授業規律は欠かせないものと考えている。落ち着いた授業の 

雰囲気や約束事が守られた中で、さらにこの研究が生きるものと考え、毎年年度初めに確認さ 

れている授業規律の他に、生徒に対しては「授業の約束」として明示し、各クラスにも掲示 

し、いつでも、だれでも確認ができるようにしている。 

 

②ＩＣＴを積極的に活用する学習場面 

  ア．一斉学習 

     教員による教材の提示を、挿絵や写真、課題等を拡大・縮小、画面への書き込み機能等を 

活用して、視覚的に分かりやすく説明することにより、生徒たちの興味・関心を高めること 

が可能となる。 

イ．個別学習 

   デジタル教材やワークシートなどの活用により、自らの疑問について深く調べる調査・表 

現活動が取り組みやすくなり、その調査結果や課題の提出も容易に行うことができる。さら 

に、自宅においても、振り返りシート等で課題に取り組み、提出するなど、個々の理解や関 

心の程度に応じた学びを構築することが可能となる。 

   また、欠席生徒等に対してもオンライン授業を配信することで、毎回の授業内容を提供す 

ることができ、その後の個別学習に役立てることができる。 

ウ．協働学習 

チャット機能を通しての意見交換等で、多様な意見や考えを知り、自分の学習を深めるこ

とで、グループとしてのまとめもより良いものに練り上げていくことができる。また、パワ

ーポイントによるグループ調査のまとめや録画機能を利用してのグループ活動内容の確認や

発表動画づくり等を通して、協働学習の質を高めるとともに、考えを深めていくことができ

る。 

 

 

 



③教科のタブレット活用例 

   ア．社会科 

ａ．小テストの実施 

     社会科では全学年に授業の前に毎回小テストを実施していたが、昨年度の２学期から Teams 

による小テストに変更をした。Teamsで実施することにより、自動計算をし教員側の負担の軽 

減となった。 

現在もすべての学年で毎回小テストを Teamsで実施している。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

ｂ．パワーポイントのアップロード 

授業中に教員が使用しているパワーポイントを Teamsにあげることにより、自宅で生徒が復 

習できるようにした。とくに３年生は内容が濃い為、テスト前にはパワーポイントを確認する 

生徒が多くいる。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

ｃ．課題提出 

今までプリントで実施した内容を Teamsの課題機能を使用して提出をさせている。ペーパー 

レス化や未提出者など、成績管理が効率的に行えている。 

 

 

 

 

 

 

 



イ．数学科 

ａ．授業振り返りシート 

     毎時間授業終盤に生徒のタブレットに送信し、生徒は授業後の休み時間、または家庭での 

復習時にそれを開き、本日の授業内容を思い出しながら、自己評価、授業のまとめ等を記入 

し、担当に返信することになっている。以前は授業の最後に各自がノートに本時のまとめを 

しており、慣れてくると一行書くか、書かないかくらいの生徒も多くいたが、この振り返り 

シートでは、各自がまとめとして、かなりの字数を書いてくるようになった。また、以前は 

授業後にわざわざ担当教師に質問してくる生徒はほとんどいなかったが、今では本時のまと    

め以外に質問をしてくる生徒も増えてきた。生徒と教師のやり取りとして効果は高く、成果 

は上がってきている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ｂ．振り返りシート記入例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ｃ．単元のまとめ 

単元最終時に、その単元の振り返りをさせ、ポイントを Teamsでまとめさせた。それを授業 

内で、よくまとめられている生徒のものをモニターに映して、全体で共有をした。（以下、例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



④授業実践 

    学習指導部部では、一つ一つの授業におけるより効果的な学習用タブレット端末の利用を授 

   業実践し、検証した。以下、本校の授業実践例を紹介する。 

ア．音楽科研究授業【１０月２４日（月） 山田 久恵 教諭】 
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ａ．研究授業でのタブレットの利用場面・利用のねらい（・利用場面  ☆ねらい） 

     導入時  ・歌詞に込められた思いを感じ取り、歌い方を考える場面（Teams） 

          ☆全員の意見を集約し、互いに見合って共有するため 

    展開時  ・タブレットを使って、自分の歌声を録画する場面(Skymenu) 

         ☆自分の録画を聴いて振り返りをするため 

         ☆自分の録画を提出させて、教員が生徒の達成度を評価するため 

               ・タブレットを使って、パート全員の歌声を録画する場面（Skymenu） 

         ☆パートの歌声を聴いて、振り返りをしたり、意見を出し合ったりするため 

 

   ｂ．研究授業の成果・課題（研究協議から） 

   ・授業者反省 

     前半は Teamsを使用し、チャットで意見集約した。この機能は音楽以外にも特別活動等でも 

使用しており、生徒は扱いになれており、「いいね」機能も、自分の意見の自信につながり、よ 

い使い方ができている。 

     後半は Skymenuの録音機能を使用した。生徒は自分の歌声を録音することに抵抗なくよく活 

動できていた。１年前は恥ずかしがっていたり、姿勢が悪かったりしたが、回を重ねるごとに 

楽しみながらできるようになってきた。録音・録画を開いて評価や指導の手立てとして役立て 

ている。今後は、個人で自分の歌をどう直していったらいいのか分からない生徒がいるので、 

もう少し振り返りの視点を与えられるとよい。 

   生徒が活動に慣れてきており、スムーズに行えていた。評価についてはタブレット内だと録 

音状態により、声の大きさなどの評価や指導が難しいところがあるので、リアル対面式の評価 

も合わせて行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   ・質疑応答 

     まず、タブレット使用により、授業形態が変わってきたことで、今までより手間がかかる部 

分、大変なところについての質問が出た。これに対して評価については、一人一人の録画をす 

べて確認することは大変な作業であるが、その場で聴いて評価するよりも客観的に評価でき、 

メリットの方が大きいとのことであり、また、以前の歌声と現在の歌声を比較することができ、 

ポートフォリオ的な活動としてもよいということである。また、ＩＣＴを使っていなかった以 

前の状態と、現在では何か違いがあるかとの質問に対しては、提出物としての意識が高くなっ 

たとのことである。欠席した生徒が家で録画したものを送ってくるなど、意識が向上している。 

 

 ・意見・感想 

☆生徒たちが積極的に活動できていてよかった。他の教科で今一つ消極的な生徒も、生き生き 

と活動し、録画を行っていた。 

☆ＩＣＴ以前に、歌うという空間がきちんと指導できている。 

☆授業の土台がしっかりとしていた。 

☆生徒が自分の録画を見て、１回目より３回目の方がよかったと、子どもの中で振り返りがで 

きていてよかった。 

☆コロナ禍で仕方ないが、マスクを外して生徒たちの表情が見えるとよかった。 

☆集まって話し合う、場所を移してグループ活動をするなど、様々な授業形態が短時間で移動 

し、活動までがしっかりとできていて、日頃からの指導が行き届いていることが分かった。 

☆最初の歌のあいさつから雰囲気がよかった。 

☆タブレットの置き方、位置など約束事がしっかりしていた。 

☆生徒たちが録画を見ることで、自分たちの上達の度合いを確認できるのがよかった。 

 

   ・指導講評（狭山市教育委員会 教育指導課 保坂敦子指導主事） 

☆ＩＣＴ機器の授業での活用において、アクティブラーニング、授業改善は必要不可欠である。 

ＩＣＴ機器は子に応じた指導に適している。一人一人の技能向上に向けて、どうアドバイス 

するか。振り返りの視点を明確化することでよりよい活用ができる。先生がきちんと見てく 

れているということ、正しい評価が励みにつながる。１年前の歌と比べてのポートフォリオ 

的にも使え非常に有効である。 

☆指導案を作成するにあたっては、レストランに例えると、「題材観」は食材、「生徒観」はお 

客、「指導観」は調理法である。 

☆今回の授業では導入の１５分が大切。工夫の共通理解がなされるかどうか。そこからメイン 

 の学習活動「工夫した歌唱」につなげていく。そのための歌詞の読み取り、工夫の共通理解 

である。技術的指導があれば、それを視点を持って行う。今回であれば「また」のあとを伸 

ばさず、余韻を持って切ったことなど。 

☆本時の展開において留意すべき点は、個人練習においては、導入で共有されたことが練習に 

 いかされていたか。録画を見る場面では、優れた合唱（強弱、速度、発音）が共有できたか。 

 パート練習では、生徒やリーダーにどのような視点を持たせたか。そして、明確な視点「こ 

の練習で何ができればよいのか。」を持たせることが必要。 

 



☆授業におけるまとめは重要。１０分は必要。生徒の評価（授業者からの評価＋自己評価）、授 

業者の評価（生徒からの評価＋自己評価）。ルーブリックの活用は学習者のパフォーマンスを 

評価するのに有効である。何ができたらＡなのか、自分の評価の理由が分かることが大切で

ある。 

☆ＩＣＴ機器の利活用の長所は、積極的に意見の言えない生徒が参加しやすい。生徒世代は抵 

抗なくツールとして使える。教師は生徒の他の一面に気づくことができる。短所としては、 

接続環境の不調や立ち上げ。ツールに関する習熟度の個人差。アップデートが頻繁にあり、 

慣れる前に使い方が更新される。 

☆ＩＣＴ機器はどのような使い方ができるのか、教科は違っても、全員でアイディアを出し合 

うことが大切である。教科の特性に応じた効果的な活用法を模索するとともに、教科横断的 

な共通の活用法を考える。 

☆ＩＣＴ機器利用の視点としては、授業をわかりやすくするために使う。効率化を図るために 

使う。個に応じたまたは協働的な学習に使う。深い学びのために使うことである。 

 

 音楽室の掲示物から 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  ⑤ＩＣＴ機器を利用した授業についてのアンケート 

ア．集計結果 
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・自宅で学習するとき  ・部活の連絡を確認するとき  ・放課後明日の連絡を確認するとき 

 

・計算機として  ・ワードの文書を作成するとき  ・パワーポイントを作るとき 

 

・音楽の授業で  ・休校時や欠席時のリモート授業  ・英語の授業で  ・教科の課題を確認するとき 

 

・教科の振り返りシート作成  ・課題の提出  ・録音録画機能を使って自分の歌や英語の発音の確認 

 

・授業内容に対する先生への質問 

 



イ．考察 

     このアンケートは、前文に「ＩＣＴ機器を使わない授業と比較して…」という但し書きがあ 

り、今までの授業と比較しての実態が把握できるものである。 

まず、１．学習内容の理解についてだが、８６％の生徒がＩＣＴ機器を使わない授業よりも 

理解度が高くなると回答しており、ＩＣＴ機器の授業内容理解への寄与を窺わせる結果となっ 

た。また、２．課題に対して深く考察することにおいても、同様に８７％の生徒がＩＣＴ機器 

の有効性を感じている。３．自分の考えや意見を伝えるツールとしての有効性は８８％の生徒 

が肯定的に見ており、チャット機能等などの活用により、全体の前で挙手をして発表というの 

が苦手な生徒でも、比較的簡単に意見交換に参加できるよさがあることが分かった。４．他者 

の考えや意見をもとに自分の考えを深めることについては、何と９５％の生徒がＩＣＴ機器の 

有効性を感じ取っている。これは、３のアンケート結果にも通じるところがあるが、実際の話 

し合いではなかなか意見を発表しない生徒の意見や、周りで話し合うにしても、離れた座席に 

いる生徒の意見は聞く機会がないが、チャット機能等の活用により、より多くの生徒の考えを 

共有できることと、全体の話し合いではなかなか出てこない少数派の考えも参考にすることが 

でき、とても有効と判断した生徒が多いのではないかと推測される。５．授業の楽しさにおい 

ては８９％の生徒がＩＣＴ機器の有効性を感じており、グラフや図、写真、動画等を駆使して、 

視覚的に、興味関心や理解に対して深く寄与していると思われる。６．授業の分かりやすさに 

ついては、８３％の生徒が分かりやすいと感じており、５．に通ずるところがあるが、楽しい 

授業、興味関心を引き出せる授業であれば、それはわかりやすいと感じるのも当然であろう。 

 ここまで、アンケート集計結果から、ＩＣＴ機器を活用した授業の有効性を裏付ける結果と 

なったが、一方で、１０％前後の生徒については、あまり有効性を感じていないのも事実であ 

る。これらの生徒に対しては、何が原因でそう感じているのか。自分のＩＣＴ機器の操作不慣 

れから来るものなのか、自宅でのネット環境なのか。それともそれ以外に原因があるのかを把 

握して今後の改善に役立てていかなくてはならないと思う。 

 

⑤ＩＣＴを利用した授業の成果と課題 

    ここまで「学習用タブレット端末の効果的な利用法」について、活用場面や実際の授業展開に 

ついて紹介してきた。最後に、本研究から学習指導部としての成果と課題を述べたいと思う。 

    まず成果の第一は、学習に対する興味関心であると思う。これについては授業を行った教師も、 

受けた生徒も共通に挙げているものである。通常授業に比べ、課題提示や生徒の意見交換にして 

も、比較にならないくらい効果的であることが分かる。また、調査学習においても、調査対象を 

無駄なく短時間で調べることができ、大変効率的に調べることができる。さらに協働学習の場面 

では、チャット機能やマーキング機能等の利用により、人前で話すのが苦手な生徒にとっても、 

挙手して発言するよりもハードルが低く、自分の意見を発表することができる。結果、多くの生 

徒の意見が反映されることになり、まとめ学習もより深いものとなる。課題としてはハードの面 

で、多人数が同時に操作を行うと動作が遅くなる場合があることや、スムーズな授業展開をする 

ために、Ｗｅｂカメラや三脚の準備等ハード面をそろえること。教材準備に通常以上に時間がか 

かること。また、学習アプリ充実を支えるためのダウンロード手続きの簡略化である。そして、 

何より大切なのはこの授業を行っていく教員のスキルアップに対する研修と、忘れてはならない 

のは、どんな指導も、授業規律や約束事を大前提としなければならないということである。 


